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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　1月　11日　(金)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　清川　真澄　　　　記録者　岩藤　良子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・洗濯物について：業者洗濯の方です。尿・便失禁の場合下洗いをしていると思いますが、更に服についた食べカス等、下洗いせずそのままの状態で業者に出すと汚れが落ちないまま業者から戻ってきます。洗濯のスタッフに下洗いをお願いできます。その為、Ｃユニットの業洗バケツの隣に下洗い願い専用のボックスを設置したので洗濯に出す時は、【下洗いお願います】と紙に記載し貼って出して下さい。入浴日での洗濯物も同じで

す。

＜患者様連絡事項＞

・見付　喜久様と三浦　一男様の体位変換タイムスケジュール表を作成しカンファレンスで話し合いました。明日から経管栄養の開始時間が変わります。夕食の時に日清のスタッフが翌日分のアイソジェンを持ってきます。スケジュール表の体位変換・注意事項などをよく見て行って下さい。

· 中村　治彦様：12月28日の頭部ＣＴの結果や現在の病状、今後の治療方針について

　面談したいとの事で田名部Ｄｒに報告し1月16日（水）14時南病棟診察室にて御家族と面談予定となっています。

・見付　喜久様：今回の検査データーにてＫ5.9↑・Ｎａ↓・Ｃｌ↓傾向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見られ、食塩を５ｇ／日→７ｇ/日に増量。身体浮腫も見られる事から利尿剤（粉砕）1×朝1/12～4日分臨時処方、今後も浮腫状況・尿量の確認を続けていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・板垣　富蔵様：夜間急激に高熱を生じる事や痰鳴・咽頭痛・鼻閉の訴えある為、インフルエンザテスト施行（－）。総合感冒剤・抗菌剤が本日昼～4日分臨時処方となる。引き続き咳嗽・発熱状況等観察していきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 田中　金太郎様：両下肢、特に足背部、下腿部・両手（左＞右）・顔面にも浮腫認めら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　れる事から利尿剤・Ｋ剤１×朝　と本日の朝～6日分臨時処方と

　　　　　　　　　なる。引き続き排尿状況・浮腫の観察していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 永洞　恭子様：鼻汁・咳嗽持続にて総合感冒剤・鎮咳去痰剤本日の昼～４日臨時処方　

　　　　　　　　となる。引き続き風邪症状を観察していきましょう。

　　　　　　　

· 三浦　一男様：臀部の褥瘡改善傾向見られない事から、主治医より褥瘡セットの指示

あり。引き続き褥瘡状況の観察していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 佐々木　利男様：左足踵部の皮膚角化に加え、一部表皮欠損・出血あり田名部Ｄｒよ

りイソジン消毒・エルタシン軟膏・ガーゼ貼布の処置が１月11日か３日分指示あり。左足踵部の皮膚状況の経過を観察していきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜プログラム検討＞

・豆まきをプログラムの時間内に2月1日（金）各ユニットで午前・午後と行う予定です。

・転倒予防運動の必要な患者様を新しく選出し、今後運動を実施する予定です。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット：個別患者様のアプローチで、木ノ下様は自ら今月の目標を決めています。

全体的に積極的に発言する方が少なく、促しにて各セッションや発言が聞かれています。

Ｂユニット：個別患者様のアプローチで、田村様は若干話す内容がずれる事ありますが、声掛けによって的を得た発言されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　感冒症状ある患者様が多く、不参加6名おり物静かな状況で終えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＣＤユニット：個別患者様のアプローチで塚田様・橋本様等が話しがずれたりする事がある為、介入要しています。全体的には活気なく発言少ないのでウオーミングアップで場を盛り上げています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







